
研
　
究
　
余
　
滴

晩
　
年
　
の
　
兼
　
好
　
法
　
師

．
金
　
　
手
　
　
金
　
　
治
　
．
郎

晩
年
の
兼
好
法
師
に
か
1
わ
る
二
つ
の
伝
記
資
料
に
つ
い
で
い
さ
ゝ
か
考
察

を
加
え
て
み
た
い
二
つ
載
大
日
本
史
料
六
編
之
十
に
見
え
る
伊
勢
神
官
の
記

印
で
あ
り
・
一
つ
は
契
隆
公
詔
に
見
え
る
仁
和
専
浄
光
院
旧
跡
の
記
事
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
新
資
料
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
・
こ
れ
ま
で
論
及
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
敢
て
取
り
上
げ
て
み
告
も
と
よ
り
こ
の
二
つ

と
も
・
班
投
飛
好
の
文
学
を
研
関
す
る
も
の
で
な
く
．
い
わ
ば
生
活
史
の
断
片

に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
伝
記
資
料
の
掠
め
て
畢
弱
な
現
状
で

は
・
た
と
え
そ
れ
が
魚
沼
の
断
片
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
環
境
の

何
程
か
が
柳
田
さ
れ
る
と
す
れ
ば
・
や
は
り
と
り
あ
げ
て
碧
摂
し
て
お
く
必
顔

は
あ
ろ
う
。

そ
の
前
に
軌
坪
の
狛
好
扶
師
に
つ
い
て
．
．
－
」
れ
ま
で
の
研
究
結
＝
宥
摘
結
し

て
お
く
ほ
う
が
法
い
と
思
う
。
い
ち
ば
ん
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
岩
倉
穂
次

郎
氏
の
「
飛
好
法
師
研
究
」
が
あ
る
の
で
．
そ
れ
に
よ
る
と
二
ハ
十
以
後
の
談

好
に
つ
。
い
て
知
ら
れ
て
い
る
点
は
次
の
よ
う
灯
な
る
。

駁
永
三
先
∴
般
歳
〇
十
月
八
日
m
野
山
金
剛
三
昧
院
に
短
冊
五
散
貢
納

真
部
二
年
6
4
歳
○
閏
九
月
六
日
公
田
を
訪
ね
。
○
こ
の
頃
日
堅
責
執
節
。
．

良
和
四
年
6
6
歳
〇
十
二
月
二
十
六
日
再
既
公
だ
防
間
。

観
応
元
年
　
相
歳
　
〇
四
月
八
日
好
す
。

右
の
中
・
自
摂
家
璧
執
笠
を
良
和
二
年
と
す
み
の
は
、
冒
倉
氏
の
考
証
に
よ

る
も
の
で
あ
り
．
そ
の
他
は
す
べ
て
大
日
本
史
料
が
掲
出
す
る
も
の
で
あ
っ

た
㍗
な
お
こ
の
期
問
の
こ
と
と
し
て
二
一
条
良
基
の
近
来
風
妹
抄
に
見
え
る
次

の
記
載
も
知
ら
れ
て
い
る
む

真
部
の
比
は
、
毎
月
一
二
既
の
月
次
会
百
百
の
会
、
為
罠
大
納
言
の
点
又
判

な
ど
に
て
侍
し
な
り
。
其
の
時
の
会
衆
は
み
な
名
誉
の
人
々
に
て
右
上
な

り
。
家
の
人
に
は
為
息
・
艶
秀
頼
．
琵
衆
に
て
侍
し
。
為
明
粕
は
時
々
ま
じ

り
付
し
也
。
喘
阿
・
措
振
・
那
好
、
琵
衆
に
て
所
存
を
申
し
也
。
暫
藤
遺
草

な
ど
は
又
勿
訂
也
。
門
只
笛
台
入
道
・
訂
阿
な
ど
も
ま
ぜ
侍
し
。
其
比
は
頓

禁
三
人
何
も
く
圭
と
実
れ
し
也
。
（
舶
蒜
増
蒜
望
闇
紺

琵
㌫
獣
㌍
堵
解
陣
増
加
）

ま
た
、
弟
好
法
師
要
に
早
ズ
る
星
間
無
常
所
（
放
出
）
に
関
聯
し
て
．
兼
好

が
懲
間
に
隠
拉
し
た
時
期
を
．
岩
倉
氏
は
．
飛
好
の
歌
茨
頓
阿
の
仁
和
寺
廃
置

の
時
期
に
結
び
つ
け
て
、
頓
阿
と
同
じ
く
良
和
頃
と
考
え
て
い
ら
れ
る
。
（
前

掲
暫
一
〇
八
頁
）
以
上
の
晩
年
の
市
政
の
中
で
、
こ
′
こ
に
取
り
上
げ
る
二
つ
の

資
料
は
、
は
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
か
。



○

兼
好
が
伊
勢
に
下
っ
た
こ
と
は
、
偽
再
開
大
層
に
よ
る
m
好
伝
に
見
え
て
い

る
が
、
確
か
な
資
料
か
ら
は
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
偽
日
田
大
皿

に
よ
る
と
．
駅
永
二
年
九
月
十
五
月
（
6
1
歳
）
に
伊
勢
か
ら
商
人
に
托
し
て
成

忠
の
許
へ
二
首
の
和
歌
を
贈
り
、
良
和
五
年
五
月
廿
三
日
（
併
蔑
）
に
相
阿
と

と
も
に
伊
勢
国
阿
野
明
神
に
詣
で
寝
党
友
を
磐
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も

と
よ
り
信
艦
が
た
い
妄
託
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
飛
好
法
師
崇
に
伊
勢
l
下

向
の
歌
で
も
あ
る
か
と
い
う
に
、
そ
れ
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ

祭
主
定
忠
身
ま
か
り
て
退
塾
に
結
縁
組
の
欲
す
ゝ
め
何
し
に
方
便
晶

を
し
な
べ
て
一
つ
に
は
ひ
の
花
ぞ
と
も
春
に
あ
ひ
ね
る
人
ぞ
し
り
け
る

の
一
首
が
あ
。
・
伊
勢
神
許
の
璧
大
中
臣
罠
忠
（
禁
服
憫
禦
監
謡

名
寂
心
。
同
廿
四
日

卒
。
年
四
十
五
。
、

）
の
追
苛
に
結
緑
の
た
め
の
和
祝
を
親
ん
で
い
る
。
指
紋

和
歌
勧
進
の
串
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
伊
野
下
向
を
意
味
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
伊
勢
下
向
に
つ
い
て
は
、
何
等
捲
か
な
資
料
も
な
い
の
で
あ
っ

た
が
、
大
日
本
史
料
六
編
之
十
、
良
和
二
年
十
月
「
二
十
五
日
乙
亥
三
宝
院
怨
佼

神
官
ヲ
拝
セ
ン
ト
シ
テ
伊
勢
二
剋
ク
、
尊
氏
直
轟
之
二
託
シ
テ
太
刀
神
島
ヲ
肇

納
ス
」
の
条
に
拇
出
し
た
賢
俊
僧
正
日
記
の
記
串
に
よ
っ
て
．
荊
好
の
伊
勢
参

宮
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
ご
で
ま
す
掲
出
さ
れ
た
日
記
の
融
項
を
摘
記
し
．

賢
俊
の
参
宮
の
横
様
を
示
し
て
み
上
告
（
碩

十
一
月
廿
三
日
。
将
軍
尊
氏
第
送
別
会
。

漢
文
。
今
婁

み
を
記
す
。

廿
四
日
。
直
義
第
に
て
送
別
和
洪
連
歌
五
十
封
、
続
歌
百
首
。

廿
五
日
。
．
京
都
票
。
悪
路
（
組
酎
謡
）
導
夜
「
ト
ウ
コ
の
今
福
」
欝
．
一

宿
。

廿
六
日
＝
鈴
翠
5
屁
管
下
（
持
鮎
撒
）
弓
夜
票
（
臥
闊
㌫

那
）
郡
。
竹
痢
庄
垂
間
）
に
到
。
一
招
じ

廿
七
日
。
告
璧
雷
情
間
。
（
詔
瑠
帯
酎
‰
措
欝
禦

謂
謂
酬
禦
霜
欄
堵
専
）

廿
入
日
。
廿
九
日
．
升
目
、
十
一
月
一
日
、
二
日
の
五
日
間
．
棚
橋
滞
在
。

こ
の
間
、
謂
堂
巡
礼
、
粍
孤
・
琵
鵜
の
検
知
等
あ
り
。
法
翼
寺
の
宗
便
浣

印
・
誓
毘
軋
・
需
造
・
蒜
洪
印
（
票
諾
凋
詣
漕
認

蟻
0
）
樺
典
淡
即
埠
の
竹
持
あ
り
。

三
日
。
山
田
欝
。
参
宮
。
内
密
に
特
氏
の
相
馬
（
栗
毛
）
正
薄
の
大
刀
（
銀

苅
作
）
」
軌
群
青
師
政
の
刀
（
銀
引
リ
ヤ
ウ
）
を
碍
撒
。
外
宮
に
持
氏
の
太

刀
（
楷
銅
作
）
荘
責
の
神
馬
（
抗
毛
）
を
軍
摘
。

冒
。
雷
（
増
援
悠
）
二
見
翻
巡
礼
良
川
隋
隅
刑
。

五
日
。
棚
橋
儲
帰
洛
の
途
に
帯
く
。
曾
翻
庄
桁
。
一
桁
。

六
日
．
屈
安
乃
澤
、
筏
坂
ノ
下
郡
。
一
宿
。

・
七
日
。
屈
今
宿
、
夜
野
路
欝
。
一
指
。

入
日
　
入
京
。
万
里
小
路
に
欝
き
．
夜
柳
原
に
向
う
。

r
首
尾
十
四
ケ
日
之
間
、
天
m
不
風
雨
之
猫
。
」
．
（
入
日
の
粂
）
と
い
う
恵
ま
れ

た
参
宮
で
あ
っ
た
。

さ
て
こ
の
賢
俊
の
伊
勢
参
宮
に
飛
好
の
加
あ
っ
∪
い
た
こ
と
は
、
十
月
廿
九

日
の
記
事
の
裂
顎
に
。
「
努
州
下
向
人
数
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
と

こ
ろ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

阿
街
　
長
命
　
亀
徳
　
長
険
符
師
　
孤
松
　
苅
好
不
椙
相
伴
．
朝
田
法
眼

親
宗
　
覚
舜
　
印
世
　
隆
四
　
良
阿
　
任
琴
　
中
間
l
入
　
洛
四

（
命
脱
力
）

・
長
砦
党
一
人
　
亀
は
三
人
遁
世
者
一
人
　
朝
四
五
人

穏
密
俄
之
問
、
毎
時
布
存
旨
略
式
也

ー・構・・一丁



京
都
か
ら
賢
伊
に
随
行
し
た
等
四
人
（
閻
写
本
に
よ
れ
ば
、
浄
園
は
r
中

一
人
」
と
あ
る
も
の
の
注
記
の

六
十

自
鈴
床
山
曹
河
山
越
以
下
、
参
之
閻
五
十
放
騎

崇
等
）
・
外
に
・
長
命
・
亀
徳
・
謡
の
嶺
党
九
人
、
聖
十
一
ご
人
の
一

行
で
・
鈴
髭
か
ら
は
棚
橋
か
ら
迎
え
の
人
数
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
五

六
十
路
に
な
っ
て
い
る
0
こ
の
人
数
の
中
に
兼
好
が
加
わ
っ
て
．
参
宮
の
行
を

共
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
二
不
敵
相
竺
と
詰
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ

ば
、
予
定
の
随
行
者
の
外
に
、
急
に
参
加
し
た
も
の
と
見
え
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
「
兼
好
一
は
わ
れ
わ
れ
の
兼
好
法
師
と
は
、
同
名
異
人
か
も
知
れ
な
い

笠
っ
た
疑
い
も
・
強
い
て
す
れ
ば
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
・
良
和
二
年
（
碩

歳
了
い
う
時
期
か
ら
い
っ
て
も
、
差
後
に
述
べ
橘
伊
と
の
多
少
昆
机

か
ら
い
っ
て
も
．
わ
れ
わ
れ
の
兼
好
法
師
で
あ
っ
て
少
し
も
差
支
え
が
な
い
。

「
飛
好
㌻
舟
け
あ
る
が
、
，
」
の
部
分
の
記
鼓
が
略
記
の
体
で
あ
る
か
ら
二
兼

好
法
師
」
を
略
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
行
申
．
の
隆
囲
・
浄
園
が
、
も
し
乾
玖

波
真
の
作
者
と
同
一
人
で
あ
れ
ば
・
略
さ
ず
に
書
け
ば
菟
玖
波
雲
記
載
玖
よ
う

に
・
陸
田
法
師
・
浄
四
法
師
と
な
る
こ
と
も
い
く
ら
か
の
参
考
に
な
ろ
う
。
陸

田
・
浄
圃
な
ど
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
法
師
名
と
分
る
が
、
阿
街
・
亀
徳
・
藤
根

・
親
宗
・
任
努
な
ど
在
俗
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
そ
う
す
れ
ば
「
弟
好
」
も
在

家
の
者
か
七
も
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
阿
折
に
つ
い
て
は
、
質
佼
僧
正

日
記
良
和
二
年
五
月
十
二
日
の
条
で
、
質
俊
の
戒
師
、
畏
険
の
敗
軍
で
田
家
を

と
げ
・
法
号
を
荒
と
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
（
掃

琵
宣
）
亀
警
ど
も
晶
に
し
ば
し
ば
見
え
て
い
る
。
（
輩
一
望
朋

園
（
後
の
貞
光
院
）
机

と
あ
っ
て
高
忠
の
田 好四

ての十
出条一し
象等日
と　）

そ
れ
に
・
僧
正
賢
俊
の
随
員
と
い
う
点
を
考
m
す
れ
ば
．
一
行
す
べ

見
て
も
．
そ
ん
な
に
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
〓
即
好
」
も
、
兼

好
法
師
で
よ
く
、
わ
れ
わ
れ
の
派
好
法
師
そ
の
人
と
し
て
、
せ
ず
誤
は
な
い
で

あ
ろ
う
。

賢
俊
の
一
行
に
加
わ
っ
た
栗
敗
は
、
他
の
人
々
と
同
じ
よ
う
に
馬
上
の
旅
を

続
け
・
鈴
瓦
か
ら
安
環
浬
に
堕
や
が
て
、
醍
醐
寺
が
管
領
す
る
棚
橋
の
大
神

宮
法
楽
寺
に
到
帯
．
こ
こ
で
数
日
の
滞
在
中
、
寺
僧
の
歓
待
を
受
け
る
。
一
行

の
申
・
賢
俊
を
別
に
す
れ
ば
．
兼
好
は
特
別
に
過
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
0
同
じ
日
記
の
業
容
に
．
′

今
度
引
進
民
望

宗
俊
法
和
月
毛
∧
寸
賢
恵
法
印
河
原
駁
二
位
阿
闇
梨
栗
毛

此
外

宗
法
印
、
・
訳
好
二
良
毛
引
之
　
買
法
印
、
阿
衡
二
辰
毛
引
之
。

と
見
え
て
い
る
。
大
神
宮
法
弊
寺
の
宗
膠
法
印
・
賢
忍
法
印
二
百
阿
閣
梨

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
主
賓
の
賢
俊
に
棄
民
が
贈
ら
れ
、
さ
ら
に
宗
佼
法
印
か
ら
兼
好

に
琵
毛
一
頭
が
、
買
忍
法
印
か
ら
阿
街
に
髭
毛
一
頭
が
贈
ら
れ
た
一
と
い
う
記
轟

で
あ
る
。
阿
街
は
前
に
記
し
た
よ
う
に
望
見
の
身
分
で
あ
っ
た
ら
し
い
バ
そ
れ

に
対
し
・
同
じ
く
馬
一
項
を
贈
ら
れ
た
兼
好
の
ほ
う
は
、
一
介
の
遁
世
膏
で
．

い
た
っ
て
身
分
は
低
い
は
す
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
長
扱
禅
師
（
蒐
玖
波
賃
作

者
。
橿
少
僧
郡
長
験
。
）
や
朝
囲
法
眼
（
賢
伊
日
記
貞
和
二
年
二
月
十
九
日

の
粂
等
に
見
ゆ
。
）
か
ど
を
撃
見
て
引
出
物
を
受
け
て
い
る
の
は
．
そ
の
歌
人

と
し
て
の
名
菅
の
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ノ

伊
勢
参
宮
の
一
行
に
加
わ
っ
た
に
つ
い
て
・
賢
俊
と
の
問
に
い
ぐ
ら
か
の
賢

が
り
が
あ
る
と
前
に
い
っ
た
の
は
、
例
の
高
野
山
金
剛
≡
防
院
奉
納
和
歌
に
つ

い
て
で
あ
る
。
尊
氏
・
直
韓
・
師
直
等
足
利
幕
府
の
主
脳
部
の
者
、
御
子
在
家

の
為
明
・
冷
廃
家
の
為
努
．
頓
阿
・
慶
遅
・
浄
弁
等
二
十
八
人
の
作
者
の
中
に

那
好
も
加
わ
っ
て
い
る
。
醗
永
三
先
十
月
入
日
の
日
附
を
持
つ
荘
重
の
政
文
を

見
る
と
・
【
抑
先
年
因
成
人
感
霊
夢
。
以
南
蕪
釈
迦
仏
全
身
舎
利
之
数
字
。
各

冠
和
歌
之
首
句
以
詠
之
」
と
あ
っ
て
、
奉
納
の
由
来
を
記
し
て
い
る
。
こ
の



「
成
人
」
と
は
、
耳
二
十
一
首
の
粍
閉
歌
の
作
者
黒
佗
そ
の
人
で
あ
る
に
ち
が

い
な
い
。
こ
の
密
約
和
歌
は
．
た
ま
た
ま
足
利
幕
府
に
お
い
て
m
用
さ
れ
た
賢

俊
の
位
置
を
元
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
（
建
武
二
年
九
州
洛
ち
た
し
た
増
氏
の

た
め
に
後
伏
見
院
の
院
宣
を
詔
う
な
ど
．
罠
伐
は
足
利
氏
の
た
め
に
甜
身
的

な
活
躍
を
し
た
）
栗
好
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
こ
に
黒
伐
と
の
黙
り
の
一
m
が

云
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う
よ
り
も
、
正
俊
を
も
含
め
て
足
利
幕
府
へ
の
接

近
を
示
す
も
．
の
で
あ
っ
た
。
良
和
四
年
十
二
月
二
十
六
日
の
公
Ⅲ
再
圧
訊
問
が

一
武
戒
守
師
直
狩
衣
以
下
串
談
之
」
と
い
う
用
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
附
け
加
え
る

な
ら
ば
．
兼
好
と
幕
府
関
係
者
と
の
接
近
は
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
す
る
。
そ
こ

へ
今
度
の
伊
勢
参
宮
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
賢
榎
1
そ
の
閏
丑
に
足
利
幕
府

の
あ
っ
た
こ
と
も
考
隠
し
て
1
と
の
近
い
関
係
が
明
ら
か
に
浮
び
上
っ
て
く
る

わ
け
で
‥
晩
年
に
お
け
る
兼
好
の
生
清
田
を
推
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

里
俊
へ
の
接
近
に
関
聯
し
て
、
一
つ
見
落
し
も
凍
ら
な
い
の
は
最
早
院
の
ー
七

と
で
あ
る
。
遠
智
院
官
（
担
尊
法
親
王
）
に
和
歌
を
葬
っ
た
こ
と
は
苅
好
法
師

境
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
皇
胤
招
追
録
に
「
仁
」
と
謡
記
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
仁
和
寺
門
跡
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
諸
竹
跡
詔
に
明
ら
か
な
よ
う
に
≡

宝
院
門
跡
で
あ
り
、
醍
醐
寺
の
五
十
八
代
l
の
塵
主
で
あ
ら
れ
た
。
（
㌍
俊
は
三

宝
院
法
訪
僧
正
。
聖
尊
・
聖
尋
に
つ
い
で
三
宝
院
門
跡
。
六
十
五
代
醍
Ⅲ
寺
座

主
と
な
る
0
）
聖
尊
法
親
玉
無
品
後
二
条
許
五
皇
子
。
彷
宇
多
村
田
挿
。
文
保

三
七
於
山
門
受
戒
。
十
七
歳
。
希
代
也
。
応
安
三
九
廿
七
持
。
六
十
八
服
し
．

（
請
門
跡
詔
。
一
二
宝
院
の
項
）
と
あ
り
、
邦
艮
親
王
の
田
弟
の
官
で
あ
っ
た
。

後
学
多
院
・
後
二
条
院
・
邦
艮
射
王
と
三
代
に
亘
っ
て
縁
故
の
淡
い
那
好
が
．

こ
の
宮
に
も
ま
た
親
近
し
た
こ
と
は
自
然
で
あ
っ
た
が
、
醍
醐
寺
三
宝
院
・
最

智
院
官
・
里
俊
と
結
ん
で
み
れ
ば
、
飛
好
の
生
活
掛
の
中
で
も
そ
こ
は
路
別
田

心
の
摂
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
む
こ
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
伊
野
参
加
の
こ
七
に
近
っ
て
み
る
と
．
そ
の
略
説
ま
茹
た
か
も
知
れ

な
い
甑
な
ど
．
桐
に
Ⅱ
べ
た
よ
う
に
震
班
の
中
に
も
掠
見
す
る
こ
と
が
で
き
弓
な

い
。
そ
れ
は
習
合
氏
の
埼
江
の
よ
う
に
．
劇
棋
鑑
真
の
瑞
軒
損
が
．
ち
よ
ヶ
ど
こ

の
良
和
二
年
ど
ち
だ
っ
た
と
い
う
。
欣
班
周
茄
の
時
期
の
間
置
と
関
係
の
あ
る

こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
次
に
偽
門
間
大
田
に
見
え
る
崗
産
の
伊
掛
在
日
の
㌍
雄

は
、
偽
〓
な
り
に
何
時
か
の
抱
り
所
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
と
こ
の
伊
切

妙
音
と
間
係
が
あ
る
か
ど
う
か
の
間
腿
で
あ
る
が
、
年
次
の
机
辺
（
偽
H
扇
衰

闇
で
は
、
初
喋
損
竺
一
年
、
再
比
良
和
事
讐
こ
．
偽
H
が
持
つ
内
容
（
初
既

成
忠
持
問
．
再
度
寝
㍑
茨
砦
作
）
な
ど
か
ら
見
て
、
ま
す
は
無
関
係
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

○

仁
空
寺
浄
光
院
旧
跡
に
つ
い
て
見
よ
う
。
隙
間
寺
と
と
も
に
仁
和
尊
重
彗
己

宗
で
あ
る
0
天
台
の
本
山
比
群
山
相
川
に
隠
璃
し
た
m
好
が
、
昼
盲
寺
院
に
闘

係
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
振
り
立
て
て
い
ぅ
ほ
ど
不
瓜
最
で
も
何
で
も
な

い
ら
し
い
。
こ
と
に
遁
世
悪
で
あ
っ
て
み
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り

も
・
毅
鷺
に
つ
い
て
検
し
て
も
明
か
な
よ
う
に
、
天
台
・
荘
富
の
上
古
な
旧
仏

教
に
関
係
し
た
面
は
見
ら
れ
る
が
．
祈
仏
教
、
こ
と
に
拭
家
と
と
も
に
拇
印
す

る
禅
宗
に
関
係
し
た
寓
の
見
ら
れ
な
い
の
は
碧
し
い
甥
亀
で
あ
っ
た
。
燕
好
像

を
規
制
す
る
一
両
L
い
っ
て
い
い
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
荊
好
と
仁
和
寺
と
の
関
係
は
、
樟
両
に
無
箇
所
を
狩
け
た
こ
と
が
、
膝

か
な
行
料
と
し
て
は
咄
一
・
の
も
の
で
あ
っ
た
。
捧
げ
る
ま
で
も
な
い
と
思
う
が

な
ら
骨
の
を
か
に
恒
常
研
ま
う
け
て
か
た
は
ら
に
さ
く
ら
を
う
へ
さ
す

と
て
　
．

ち
き
り
を
く
花
と
な
ら
ひ
の
を
か
の
へ
に
あ
は
れ
い
く
よ
の
春
を
す
く
さ
む
・

と
家
盟
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
堅
間
に
自
ら
の
端
折
を
設
け
た
と
あ
る
の
は
、

、
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お
そ
ら
く
そ
こ
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
宅
と
を
も
竃
味
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま

た
晩
年
の
こ
と
に
国
す
る
で
あ
ろ
う
と
は
、
話
七
も
一
応
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
が
、
何
し
ろ
こ
れ
だ
け
の
資
料
で
は
、
あ
ま
り
立
ち
入
っ
た
こ
と
は
考
え
に

く
い
わ
け
で
あ
る
誹
た
だ
し
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
「
元
在
〓
二
間
（
註
。
堅

固
の
棄
頃
を
さ
す
。
）
西
撃
近
世
芙
基
移
〓
同
罪
長
泉
寺
こ
（
山
城
名
勝
志

巻
八
。
葛
野
郡
。
嘉
好
法
師
旧
跡
」
の
条
。
）
と
い
う
説
が
あ
り
、
甥
に
長

泉
寺
内
に
そ
の
墓
石
が
残
っ
て
い
る
よ
し
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
古
い
も

の
で
な
く
後
世
の
偽
物
だ
と
い
．
う
。
（
馨
誓
讃
出
師
）
の
票
が
偽
物

だ
と
い
う
こ
と
、
藁
が
も
と
こ
の
間
の
西
琵
に
あ
つ
た
と
い
う
説
と
払
、
切
り

離
し
て
琴
え
て
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
が
、
そ
の
説
に
し
て
も
ど
れ
だ
け
板
柳
∵

の
あ
っ
た
も
の
か
不
調
で
あ
っ
て
∵
要
す
る
に
動
か
な
い
の
は
、
壁
間
に
無
常

所
を
設
け
た
と
い
う
畢
契
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
．
実
隆
公
記
に
は
．
浄
光
院
を
兼
好
旧
跡
だ
と
記
し
て
い

る
。
文
革
二
年
千
月
十
九
日
の
条
で
．
兼
好
琶
後
古
五
十
年
の
記
録
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
に
は
拠
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
（
是
）

以
書
状
印
真
東
院
僧
正
、
真
光
院
僧
正
等
、
井
申
入
仁
和
寺
富
了
．
口

紋
弘
党
法
湖
三
雲
二
至
上
ハ
日
於
浄
光
院
譜
撃
葬
之
。

ど
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
．
文
亀
三
年
七
月
十
五
日
掛
入
滅
の
仁
和

寺
門
跡
私
党
法
親
皇
（
後
光
台
院
御
宝
。
r
法
名
法
深
。
又
静
覚
。
木
寺
殿
邦
辰

感
三
和
息
。
）
に
関
す
る
も
の
で
、
文
中
の
真
東
院
・
真
光
院
・
浄
光
院
は

い
ず
れ
も
仁
和
寺
の
院
家
で
あ
る
。
（
仁
和
寺
諸
院
家
記
）
そ
の
中
．
弘
覚
法

親
王
を
葬
っ
た
浄
光
院
が
、
た
ま
た
ま
兼
好
法
師
の
旧
跡
で
あ
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
註
記
に
拠
り
所
の
あ
っ
た
ら
し
く
感
じ
る
の
は
、
弘
党
法
親
王

が
．
木
寺
宮
家
の
方
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。
と
い
う
の
ほ
、
木
専
宮
家
は
後
二
条

天
皇
の
皇
子
邦
艮
親
王
に
始
ま
り
、
私
党
浣
親
王
ま
で
六
代
続
い
た
宮
家
で
あ

っ
た
が
、
仁
和
寺
と
は
深
い
関
係
が
あ
る
。
宮
家
の
称
号
と
な
っ
た
木
寺
は
仁

和
寺
院
家
の
一
l
つ
で
あ
り
、
（
仁
和
寺
請
院
家
記
）
四
代
世
平
親
王
の
御
子
承

、
遺
唯
三
后
は
法
金
剛
院
御
宝
と
称
し
、
弘
覚
法
親
王
の
前
任
の
仁
和
寺
門
跡
で

あ
っ
た
。
（
仁
和
寺
和
室
系
譜
）
か
よ
う
に
仁
和
寺
と
関
係
の
淡
い
宮
家
で
．

木
寺
は
も
と
よ
り
、
弘
覚
法
親
王
を
葬
っ
た
浄
光
院
も
、
も
と
も
と
こ
の
宮
家

と
関
係
が
あ
っ
七
の
で
は
な
い
か
と
い
う
憶
測
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
で
兼
好
で

あ
る
が
、
宮
家
の
祖
邦
良
親
王
と
い
え
ば
∵
兼
好
伝
に
竃
項
な
位
富
を
持
ち
、

両
者
は
深
く
紐
ば
れ
て
い
た
。
か
よ
う
な
わ
け
で
、
外
な
ら
ぬ
弘
覚
法
親
王

を
葬
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
繹
袈
し
て
、
浄
光
院
を
兼
好
旧
跡
と
す
る
註
記
に

は
．
然
る
べ
き
根
拠
が
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

浄
光
院
に
つ
い
て
は
詳
か
に
し
な
い
が
、
山
城
名
勝
志
巻
八
に
は
．
池
上
寺

（
仁
和
寺
院
家
の
二
　
と
並
べ
て
挙
げ
て
い
る
。
池
上
寺
に
近
か
っ
た
と
思
う

の
で
あ
っ
て
．
池
上
等
が
【
双
岡
東
方
也
」
　
（
仁
和
寺
請
院
家
記
）
と
あ
る
の

を
見
る
と
．
や
は
り
覧
問
の
東
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
っ
た
い
堅
岡
の

東
・
妙
心
寺
の
む
る
花
園
の
丘
陵
と
の
問
は
．
も
と
聖
油
と
い
～
池
に
な
っ
て

お
り
、
一
（
山
城
名
椿
志
巻
入
）
質
問
の
某
琶
、
法
金
剛
院
の
北
に
当
る
部
落
を

池
上
村
と
称
し
て
い
た
と
い
う
。
、
■
確
州
府
志
第
五
。
法
金
剛
院
の
条
。
）
池

上
寺
の
名
の
起
る
所
以
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
浄
光
院
も
こ
の
池
上
の
地
に
あ

っ
た
ら
し
く
、
l
　
「
池
上
浄
光
院
」
（
仁
和
寺
請
望
記
「
西
院
」
の
条
。
）
と
記
さ

れ
た
り
．
「
浄
光
院
池
上
」
（
仁
和
寺
請
院
家
記
）
と
註
記
さ
れ
た
り
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

浄
光
院
を
、
堅
岡
の
棄
鎧
、
池
上
の
鞄
に
あ
つ
た
と
し
て
、
そ
こ
が
兼
好
旧

跡
だ
と
い
う
の
は
、
は
た
し
て
ど
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
堅
岡
に
設

け
た
無
常
所
の
こ
と
も
考
屈
す
れ
ば
、
ど
う
な
る
か
。
塵
前
自
ら
の
墓
所
を
営

．
ん
だ
と
あ
れ
ば
．
そ
の
地
に
住
ん
だ
ろ
ぅ
と
は
自
然
の
推
測
で
、
（
軍
倉
氏
前
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掲
書
一
〇
七
頁
参
照
）
そ
の
推
測
に
立
て
ば
、
怨
ん
だ
の
は
浄
光
院
と
い
う
こ

と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
「
旧
跡
」
の
意
味
を
拓
く
考
え
れ
ば
、
立
ち
害
っ
て
歌

一
首
詠
ん
で
も
旧
跡
と
な
ろ
っ
が
、
そ
れ
を
重
く
考
え
れ
ば
．
相
当
期
間
居
住

し
た
と
か
」
そ
こ
で
毀
し
た
と
か
、
墓
所
が
あ
る
と
か
い
う
こ
と
に
な
り
、
親
好

の
場
合
は
」
無
常
所
を
設
け
た
と
い
材
料
が
加
わ
る
か
ら
、
す
く
潔
く
と
も
相

当
期
間
の
居
住
と
．
．
墓
所
の
存
在
と
い
う
恋
い
憲
味
の
如
沢
も
可
能
に
な
ろ
う

か
と
思
う
。
そ
こ
で
没
し
た
か
ど
う
か
を
決
す
る
こ
と
は
早
急
に
は
い
え
な

い
。
た
だ
、
大
日
本
史
料
が
引
用
し
て
兼
好
の
没
年
を
立
て
て
い
る
詔
等
過
去

帳
に
．
兼
好
の
黎
年
を
葺
げ
る
に
当
っ
て
．
法
金
剛
院
の
過
去
臓
に
よ
っ
て
い

る
。
こ
の
法
金
剛
院
が
池
上
の
南
に
近
接
し
、
か
つ
仁
和
寺
院
家
の
一
つ
で
も
あ

っ
た
の
は
．
（
仁
和
寺
請
院
家
記
。
そ
の
他
）
だ
か
ら
飛
好
が
仁
和
寺
で
ー
1

こ
の
場
合
仁
和
寺
院
家
浄
光
院
で
疋
し
た
と
は
な
ら
な
い
に
し
て
も
．
そ
う
い

ぅ
場
合
が
、
法
金
剛
院
過
去
憶
に
記
改
さ
れ
る
公
算
が
最
も
大
き
い
と
は
い
‥
ぇ

る
。
推
測
的
結
論
に
な
竃
が
．
兼
好
は
仁
和
寺
院
家
浄
光
院
に
嬰
今
そ
こ
に

授
し
∵
生
前
設
け
た
賛
同
の
無
常
所
も
そ
こ
に
あ
っ
た
．
と
い
ち
お
う
記
し
て

み
た
い
。

浄
光
院
に
住
ん
だ
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
詳
し
く
な
い
。
無
常
所
が
浄
光
院

だ
と
い
う
の
も
同
様
で
あ
る
。
と
い
ぅ
の
は
、
兼
好
は
遁
世
の
法
師
に
す
ぎ
な

い
。
だ
か
ら
住
む
と
い
っ
て
む
、
浄
光
院
所
園
の
寺
僧
と
し
て
住
む
の
は
穏
当

で
な
い
。
歌
友
頓
阿
の
韮
庵
賃
に

兼
好
庵
室
に
ま
か
り
て
歌
よ
み
侍
L
に
暮
秋
．

し
く
れ
す
る
雲
の
た
え
ま
せ
行
月
の
は
や
く
も
く
る
ゝ
秋
の
空
哉
（
巻
五
秋

F
）

と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
の
「
兼
好
庵
畠
」
が
仁
和
寺
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
遇

に
決
L
が
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
を
こ
こ
で
関
越
に
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
た
だ
、

ヽ

こ
う
い
っ
た
草
庵
の
生
活
は
．
浄
光
悦
に
お
い
て
も
囲
じ
で
あ
、
つ
た
ろ
う
と

息
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
．
浄
光
院
の
苛
城
の
中
か
近
傍
に
構
旭
を
営
み
．
寺

僧
で
は
な
い
が
何
か
と
津
光
院
の
庇
罠
の
F
に
生
活
し
た
ろ
う
と
璃
え
た
い
の

で
あ
る
。
識
別
も
同
頼
．
堕
岡
の
中
∵
け
光
院
の
域
内
と
か
∵
浄
光
院
に
田
係

の
あ
る
現
研
と
か
に
骨
］
ん
だ
と
考
え
る
の
が
相
当
で
ろ
う
。

浄
光
院
の
消
灯
旧
跡
の
㍊
兢
す
る
と
こ
ろ
を
、
多
分
の
推
測
を
交
え
な
が
ら

以
上
の
よ
う
に
椙
釈
し
て
み
た
。
こ
の
浄
光
院
の
こ
と
は
．
損
好
の
㌫
建
に
も

他
の
関
係
資
料
の
中
に
も
研
兄
が
な
い
。
た
だ
歌
茨
嘲
阿
法
師
に

・
頂
好
す
ゝ
め
付
し
浄
光
明
院
三
百
に
同
心
（
待
花
）
を

山
ふ
か
き
わ
か
れ
ほ
い
と
ゞ
凪
さ
へ
て
い
づ
く
も
花
の
お
そ
き
群
か
な
（
草

庵
建
幾
二
幕
下
）

の
詠
が
あ
る
。
こ
の
詞
招
じ
に
見
え
る
「
浄
光
明
院
」
が
．
も
し
拍
光
院
に
同
じ

で
あ
れ
は
．
こ
れ
が
一
つ
の
資
料
に
な
る
。
荊
好
が
」
庇
犯
を
受
け
て
い
る
浄

光
院
に
お
い
て
三
百
和
歌
を
促
し
た
。
参
加
を
初
誘
さ
れ
た
歌
人
は
．
頓
阿
の

よ
う
に
仁
和
寺
の
地
域
内
に
住
む
、
．
へ
頓
阿
は
日
和
ご
ろ
か
ら
仁
和
寺
内
に
住

む
よ
う
に
な
っ
た
ろ
う
と
．
打
び
氏
は
親
好
法
師
研
究
で
述
べ
て
い
る
。
一
〇

八
五
。
）
数
琶
者
を
は
じ
め
．
浄
光
院
の
寺
梢
も
も
と
よ
り
加
わ
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
L
．
都
の
ほ
う
の
作
者
に
も
及
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
場

面
を
想
像
さ
せ
る
、
こ
れ
が
だ
料
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
浄

光
院
旧
跡
と
い
う
に
裏
か
れ
た
結
い
㌢
　
「
浄
光
明
院
」
を
強
い
て
浄
光
院
に
結

び
付
け
よ
う
と
し
た
と
の
詔
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
後
々
の
た
め

に
、
暫
く
併
貴
を
メ
モ
し
て
お
く
に
氾
ぎ
な
い
。
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